














































































































MRを施行 してDWIにて異常部位 のチェック とADC比の測定,DWI/PWI
mismatchの範囲の検討,PWIにおけるtime-intensitycurveの評価などを行う｡ 一
方PWIが施行できない場合には,SPECTによる残存血流量 (同側小脳比)の測定
を行う｡SPECTでは同側小脳比35%以上の残存血流量があれば,急性期血行再建
術の適応としている (図6)｡
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